
岩手県環境生活部県民くらしの安全課  

 

令和５年度食品、添加物等の年末一斉取締り実施結果について 

 

県は、食品の流通量が増加する年末において、食中毒の発生防止及び食品衛

生の向上を図るため、令和５（2023）年度岩手県食品衛生監視指導計画に基づ

き、県内の飲食店や食品製造施設等に対する一斉の監視指導を実施しましたの

で、その概要をお知らせします。 

 

【事業の概要】 

● 実施期間：令和５年 12 月１日（金）～12 月 27 日（水） 

● 重点事項 

・ 重点監視施設 

(1) 大量調理施設（弁当屋、仕出し屋、旅館、集団給食施設等） 

(2) 食肉等を取扱う施設 

(3) 鶏肉を飲食店営業者に販売する施設（食鳥処理業者、卸売業者等） 

(4) 野生鳥獣肉（ジビエ）の取扱施設 

(5) 魚介類及びその加工品を製造、処理及び販売する施設 

・ 食中毒防止に係る事業者への指導、消費者等への注意喚起 

・ 食品等の表示に係る監視指導（アレルゲン、消費期限、食品を安全に摂取する

ために加熱を要するかどうかの別その他の食品を摂取する際の安全性に重要な

影響を及ぼす事項等。その他、遺伝子組換えに関する新しい任意表示制度へ

の切り替え等。） 

・ 表示に係る制度改正等を踏まえた周知啓発 

・ 立入検査及び収去検査 

 

【実施結果の概要】 

● 施設監視指導状況 

・ 重点監視施設を中心に、食品関係施設 1,205 施設（許可営業施設 645 件、届

出営業施設 560 件）に立ち入りし、監視指導を実施しました。 

・ 本期間中において、食品衛生法・食品表示法違反は確認されませんでした。 

 

● 表示収去（抜取）検査結果 

・ 食品の収去検査（抜取検査）は、市場、販売店、製造業等から収去した 59 検体

（国産品 57 検体、輸入品２検体）について実施し、その結果、規格基準違反は発

見されませんでした。 

 

● 消費者等への啓発 

・ ノロウイルスリーフレットを 13,300 部作成し、消費者等に対する正しい知識の普及

啓発を実施しました。 


